
■ 「各学年の取組を振り返って」
９月５日（土）の大中祭は様々な制限があったにもかかわらず、全校生徒が一丸となり、大

成功に終わらせることができました。閉祭式後には、皆さんの満足したたくさんの笑顔があり

ました。今まで引き継がれてきた大中魂を、これからも守り通していってほしいと思います。

さて、ここでは夏休みから今まで各学年で取り組んだことについて紹介します。

□ ３年生 ： こども園での保育実習 ８月６日～８月１２日

３年 荒○ ○那

今回の保育実習で一番大変だったことは、子

どもを理解することでした。子どもはすごく発

想力が豊かで、それを私に伝えようとしてくれ

ました。しかし、言いたいことがうまく言えな

かったり、一気にたくさんのことを話したりす

るので、理解に時間がかかることもありました。

相手の立場になって考える、ということを教

えてもらえたとてもよい機会になりました。

□ ２年生 ： 大中祭での百姓踊り ９月５日

２年 小○ ○子

練習は暑くて大変でしたが、一回一回の練習

に気合いを入れて取り組むことができました。

本番は太鼓のテンポが少し速かったのですが、

あまり動揺せずにみんなが自分の役割を果たし

ていて、楽しく演技することができてよかった

です。後期になっても、クラスのみんなと協力

し合い、行事などを成功できるように頑張りた

いと思います。

□ １年生 ： いのちの教室（多目的ホール） ９月１１日

１年 佐○ ○彰

今回のいのちの教室を通して、改めて命の大

切さや重みを学ぶことができました。中でも僕

が一番驚いたことは、赤ちゃんを産むときに20

時間以上もかかって頑張っているお母さんたち

がいることでした。また、実際に赤ちゃんの人

形を持ってみて、命の重みを実感しました。

これからも自分の命や友だちの命を大切にし、

仲良く接していきたいです。
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■ 「未来は現在と同じ材料でできている」

ようやく暑さも和らぎ、過ごしやすい日々が続くようになってきました。明日からの中体

連市郡秋季体育大会（新人戦）が終わると、２２日（火）には昼と夜の長さがほぼ等しい、

秋分の日を迎えます。４月に始まった今年度も、もうすぐ前期が終わる中間地点、折り返し

地点になります。これまでのことを振り返ると、一人一人それぞれ達成感を得たものもあれ

ば、後悔したこともあると思います。多くの人にとって後悔することの一つは、テストが終

わってから「もう少し勉強を頑張ればよかった」、という反省ではないでしょうか。今まで

どおりにやっていて、急に成績が伸びるということはあまり考えられません。逆に、自分で

目標をもち、継続して取り組んできたことが成果に結びつき、ぐんと成績が伸びるという例

はたくさんあります。人間ですから、失敗し、後悔することは多いのですが、それを少しで

も減らすために必要なことをお話ししたいと思います。

「未来は現在と同じ材料でできている」

これは、フランスの女性哲学者シモーヌ・ヴェイユ(1909-1943)さん

の言葉ですが、どんな意味か分かりますか。

人は、自分の未来を夢や願望に近づけて考える傾向があります。未来

の自分を、自由気ままに「こんな職業に就きたい」とか「こんな大人に

なりたい」などと願望のような形で描いてしまいます。もちろん、これ

は悪いことではありません。問題なのは、そうした未来と今の自分を区

別して考えてしまうことです。「今の自分が想像上の未来の自分になる

ためには、何らかの奇跡が起きなければ無理だろうな」と考えてしまう
＜シモーヌ・ヴェイユ＞

ことが多いのではないでしょうか。

シモーヌ・ヴェイユさんの言うように、あくまで「未来」と「現在」の自分がもっている

モノ（材料）は同じはずです。「現在」の自分が努力なり、工夫をしていく中で、もってい

る材料が増えたり、グレードアップすることは、あるかもしれません。しかし、基本はあく

まで現在の自分がもっている材料です。それを元手に未来を作っていくとなれば、それはま

さに「未来は現在と同じ材料でできている」と言えるはずです。未来を思い描くならば、ど

れだけ「今」が大切なのか、ということが分かると思います。

この言葉のとおり、結果としての「今」をただ生きるのではなく、未来を創るために必要

な「今」を意識して、後期からの生活を大切に過ごしてください。そして、「今」やってい

ることに不安を感じたり、目標を失いそうになったりしたときに、この言葉を思い出しても

うひと踏ん張り頑張ってみましょう。

■ 「教育実習」
現在、教育実習を行っている卒業生の二人から大中生にメッセージをいただきました。

教科：国語 早稲田大学４年 髙○ ○佑 さん

大中で過ごす楽しい時間、辛いことを乗り越えた経験は、きっと将来の自分

の背中を押してくれるはずです。充実した大中ライフを！

教科：英語 東海大学４年 岩○ ○花 さん

教育実習の中で、大中生の皆さんと関わり、共に学んでいきたいと思います。

３週間という短い時間ですが、よろしくお願いします！


